	圧縮ファイルの解凍方法
	　


　ファイルの拡張子が“.LZH”や“.ZIP”なら、それは「圧縮」されたファイルです。圧縮とはファイルのサイズを小さくする方法のことで、ダウンロードが速くできるようになり、複数のファイルをひとまとめにもできます。 

　圧縮とは逆の「解凍」（または展開）作業をすると、圧縮する前と同じ状態に戻ります。解凍をするには専用のソフトが必要なので、まだパソコンに圧縮・解凍ソフトが入っていないときは、まずは圧縮・解凍ソフトをインストールしてください。

　圧縮ファイルの拡張子が“.EXE”の場合は、圧縮・解凍ソフトがなくても自動で解凍できる「自己解凍形式」がほとんどです。解凍だけされるものと、すぐインストールがはじまるものの2パターンあり、解凍だけの場合は、プログラム本体が現われてすぐ使えるか、“SETUP.EXE”というファイルが現われてインストール作業が必要かに分かれます。“SETUP.EXE”が現われたら、これをクリックすればインストールがはじまります

圧縮・解凍とは

　“圧縮”とはファイルの形式を変換してデータ量を小さくすることをいう。圧縮されたファイルはそのままでは利用できないので、変換されたファイルを元の形式に復元しなくてはならない。このファイルを復元する作業のことを“解凍（展開、伸張）”という。 

圧縮形式の種類と見分け方

	■代表的な圧縮ファイルの拡張子

	拡張子
	ファイル形式

	.zip
	ZIP形式の圧縮ファイル

	.lzh
	LZH形式の圧縮ファイル

	
	


　 一口に圧縮といってもその種類は様々。Windowsでよく使われる圧縮形式は“ZIP形式”と“LZH形式”、これらの圧縮されたファイルを解凍するには、それぞれの圧縮形式に対応した解凍ソフトが必要となる。
　実際に手元にあるファイルがどの圧縮形式かを判別するには、ファイルに付けられた拡張子を見るのが一番だ。拡張子とはファイル名のうちの“.（ピリオド）”で区切られた後ろの三文字のことで、この拡張子の名称により圧縮ファイルの形式ばかりでなく、そのファイルの性質（どのアプリケーションで作成されたかなど）などを判別することができる。 

ファイルの圧縮・解凍はどんなときに必要？

インターネット上でやり取りされるファイルは、通信時間の短縮という意味でも、ほぼ間違いなく圧縮されている。つまり、ホームページからダウンロードしたソフトなどを利用できるようにするには、必ず解凍が必要となる。一方、圧縮が必要となる身近な例は、電子メールで会社の取引先や友人にファイルを送るときだ。電子メールでファイルを送る際は、少しでもデータを軽くして送ることが礼儀なので、必ずファイルを圧縮して送るようにしよう。 
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